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陽炎と遊ぶ、
パピョン

気まく寺れ蝶々 。
花から花へと舞い踊る蝶のように
おんな心は、欲張りで気まぐれ。
きのうの小悪魔も、
きょうは、淑女のほほえみて繍. …．
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気持は彼のもとへと飛んでいける｡ ときめく想いをフレゼン
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愛の夢飛行
恋すると､ 心に翼が生えてくる｡ いつだって､ どこにいたつ乙
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あなたが謬一ジするﾉ 愛の街角_ j 感世界の都市名で教えて〈ﾝ ぢさい。
こ応募の一番多く集まった街へ､ ７０組2 0 名さまをこ摺待いたしま沈

■応募方法■あて先
●あなたがイメージする｢ 愛の街角｣ の都市名を、〒6 5 7 神戸市灘区船寺通4 丁目2 番8 号
ひとつ｡ ( 例ロンドヱパリ､ ニューヨークなど）ゴンチャロフ製菓株式会社販売促進課｢ 愛の街角J 係
●住所･ 氏名･ 年齢･ 職業･ 電話番号ロ締め切り昭和6 3 年２月2 0 日( 当日消印有効）
以上を､ 官製ハガキに書いてお送りください。■当選発表昭和6 3 年３月上旬
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月刊神戸っ子之グ周年記念
第1 7 回ブルーメール賞表彰式

⑧第1 7 回ブルーメール賞表彰式
圃文学部門国舞台芸術部門■ファッション部門
園美術部門園音楽部門
●月刊神戸つ子2 7 周年記念セレモニー●Ｓ6 3 年度神戸
酒徒番付表彰式
⑲ゲーム⑨チャリティー福引大会⑬酒亭P R 大会ほか

り

蓮

主催／月刊神戸つ子後援／神戸百店会お申込／月刊神戸っ子神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ公0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6
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『
劇
団
民
芸
』
で
唯
一
人
の
神
戸
出
身
の
女
優
で
あ
る
。
県
立
神
戸
商
業
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
『
劇
団
四
季
』
に
一
年
余
り
在
籍
し
、

民
芸
に
。
小
学
校
４
年
生
か
ら
高
校
時
代
ま
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
を
続
け
て
き
た
が
、
身
体
だ
け
で
は
な
く
、
言
葉
を
使
っ
て
、
何
か

を
表
現
し
た
い
と
思
い
、
芝
居
の
経
験
が
な
か
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。

昨
年
廻
月
晦
日
・
酪
日
の
２
日
間
、
県
民
小
劇
場
で
『
令
嬢
ジ
ュ
リ
ー
』
の
主
役
ジ
ュ
リ
ー
を
演
じ
た
。
民
芸
に
入
っ
て
約
８
年
、
初

め
て
民
芸
を
離
れ
て
の
舞
台
で
あ
る
。
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
た
公
演
で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
ま
で
〃
民
芸
々
と
い
う
世
界
で

生
き
て
き
た
私
に
と
っ
て
、
同
じ
芝
居
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
そ
の
求
め
る
も
の
が
、
他
の
劇
団
の
人
な
ん
か
は
違
う
、
っ
て
こ
と
を
、
初

め
て
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
語
る
。
〃
天
真
澗
漫
〃
と
い
う
言
葉
に
、
良
い
意
味
で
ピ
ッ
タ
リ
の
性
格
。
話
し
て
い
る
だ
け
で

こ
ち
ら
の
心
も
爽
や
か
に
な
っ
て
く
る
。
民
芸
の
代
表
・
滝
沢
修
が
、
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ほ
ど
可
愛
い
が
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の

性
格
に
よ
る
所
も
大
き
い
の
だ
ろ
う
。
民
芸
の
大
先
誰
・
故
宇
野
重
吉
の
昨
年
墓
の
舞
台
『
馬
鹿
一
の
夢
』
の
セ
リ
フ
「
神
様
、
私
は
石
に

か
じ
り
つ
い
て
も
、
こ
の
仕
事
を
や
り
続
け
ま
す
」
に
感
動
し
た
と
話
す
。
昨
年
、
急
逝
し
た
父
親
の
よ
う
に
、
無
口
で
、
楽
し
い
男
性

が
好
み
と
い
う
が
、
今
は
、
芝
居
に
恋
し
て
る
と
言
う
。
飾
ら
な
い
、
本
物
の
女
優
と
し
て
、
そ
の
将
来
性
が
嘱
望
さ
れ
て
い
る
の
も
当

然
だ
ろ
う
。
川
崎
市
在
住
。
（
モ
ー
ド
ピ
ァ
に
て
）

芝
居
に
恋
し
て旬
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フﾒﾘｹﾝバーｸの映画記念碑にあのﾏﾘﾘﾝﾓﾝﾛｰが!？＜ﾌﾗｯｼｭ
あのマリリンーモンローがやって来ている。彼女は只今、北野町のカサブランカクラブ姉妹店（大阪サントロペス）

にシンガーそしてコメディアンとして出減中の、バイケ（ＶＡＩＫＥ）煙谷川さんがその人 ･ 笑顔やモンローウオークそし
て声の出し方までそっくり…と連ｉ I 人気を集めている。
さて彼女の肌身はカナダ．トロント市。人頬学とコメディーを学んだのち、同地のテレビ、映画で活蹄 l した○来日の

F , 的は結婚だったが、そのタレント性が打間さんの｝’に止まり、ショーの出? 寅となった。
来日一年半だが、ｕ本譜もかなり堪能。’怪いジョークもこなす。
なぜマリリン．モンローか？それは日本でよく知られていることや、何よりもその容貌が似ているため。いつまで

口本にいるのと聞くと「永遠にいます｡ 」との答えが返ってきた。美しい新妻2 6 歳。
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水
木
流
に
弟
子
入
り
し
た
の
が
６
歳
の
時
。
以
来
調
年
、
日
本
舞
踊
に
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
月
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
個
性
の
強
い
、

一
匹
集
団
の
日
郷
の
世
界
に
あ
っ
て
、
変
わ
ら
な
い
穏
や
か
な
口
調
と
暖
か
な
眼
差
し
に
、
人
柄
の
良
さ
が
う
か
が
え
る
。

巧
歳
で
花
柳
芳
次
師
の
内
弟
子
と
な
り
、
加
歳
で
洗
礼
を
受
け
、
毎
週
日
曜
日
に
は
、
必
ず
下
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
通
う
、
熱
心

な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
。
舞
台
で
の
緊
張
も
、
祈
る
こ
と
で
神
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
不
思
議
な
落
ち
着
き
が
生
ま
れ
る
。

一
昨
年
に
窃
周
年
を
迎
え
た
圭
柳
会
も
、
最
近
は
時
代
を
反
映
し
て
、
ず
い
ぶ
ん
主
婦
層
の
お
弟
子
さ
ん
が
増
え
て
き
た
。
そ
れ
だ
け

に
舞
台
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
中
で
心
豊
か
に
踊
る
楽
し
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
意
欲
を
燃
や
す
。

古
典
に
忠
実
な
、
花
柳
流
ら
し
い
華
の
あ
る
踊
り
と
評
さ
れ
る
踊
り
手
も
、
い
ま
は
、
自
ら
の
踊
り
よ
り
も
、
全
世
界
に
踊
り
を
教
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
福
音
を
述
べ
伝
え
る
こ
と
が
、
自
然
の
道
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

兵
庫
県
舞
踊
文
化
協
会
の
企
画
理
事
と
し
て
、
幻
月
調
日
、
第
３
回
国
民
文
化
祭
で
繰
り
広
げ
る
、
日
本
舞
踊
の
祭
典
（
神
戸
国
際
会

館
）
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
こ
の
一
年
、
心
を
入
れ
た
踊
り
を
広
げ
る
日
々
と
な
る
。
昭
和
巧
年
１
月
窃
日
生
ま
れ
。
中
央
区
在
住
。

一
一

Ｉ
ｕ
Ｉ
Ｕ
Ｂ
８
８
６
８
一

心
四
毛
や
恒
屋
恒
唾
呼
哩
娼
一
玉
垂
｝
圭
一
一
一
唖
壷
一
壷
雫
匹
王
｛

、
岸
壁

対
話
の
心
を
伝
え
る
踊
り
を’

【
●
神
戸
っ
子
棚
】

Ｐ
つ

ド

１１供
ｒ

Ｖ
史与堅

ｈ

花
柳
芳
圭
次

》
〉
》
》
瀞
購
零
．
咳
⑳
‐
詩
，
一 認

邦
舞
家
）
カ
メ
ラ
・
池
田
年
男
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や
き
も
の
の
明
る
く
楽
し
い

鑑
賞
と
勉
強
会

青
木
重
雄
陶
芸
評
論
家
〉

「
昭
和
四
十
二
年
に
須
磨
在
住
の
愛

陶
家
二
○
人
が
集
ま
っ
て
誕
生
し
た
本

会
が
、
昨
春
か
ら
ひ
ょ
う
ご
愛
陶
会
と

改
名
、
中
身
も
兵
庫
県
下
は
も
ち
ろ
ん

県
外
に
も
広
め
て
会
員
数
も
す
で
に
男

女
三
○
余
名
、
中
に
は
大
津
市
在
住
の

会
員
も
三
名
い
ま
す
。
今
後
も
〃
優
れ

た
や
き
も
の
の
鑑
賞
と
勉
強
〃
を
モ
ッ

ト
ー
に
各
種
の
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ン
を
実

行
し
て
行
き
、
県
下
（
否
、
関
西
）
の

代
表
的
な
陶
磁
愛
好
団
体
に
す
る
つ
も

り
で
す
」
と
抱
負
を
語
る
の
は
代
表
の

青
木
重
雄
さ
ん
宛
）
・

須
磨
愛
陶
会
時
代
、
作
品
鑑
賞
や
窯

場
見
学
、
講
師
招
へ
い
な
ど
の
外
に
兵

庫
の
や
き
も
の
展
（
丹
波
焼
そ
の
他
）

を
十
四
回
も
開
い
て
県
下
古
陶
磁
の
紹

介
に
貢
献
し
て
来
た
が
、
今
後
は
さ
ら

に
幅
広
い
勉
強
と
活
動
（
例
え
ば
、
海

外
の
有
名
窯
物
見
学
旅
行
な
ど
）
を
行

う
よ
う
に
し
た
い
と
の
こ
と
。
現
会
員

の
年
齢
は
三
十
歳
代
か
ら
八
十
歳
代
ま

で
。
職
業
は
会
社
役
員
か
ら
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、
公
務
員
、
洋
画
家
、
茶
道
家
、

家
庭
の
主
婦
、
美
術
館
関
係
者
な
ど
と

多
士
才
々
。
と
に
か
く
愛
陶
家
で
あ
れ

ば
、
入
会
出
来
る
が
、
会
員
二
名
の
推

薦
が
必
要
。
隔
月
例
会
を
開
い
て
い
る

が
、
各
自
好
き
な
各
種
の
や
き
も
の
を

持
ち
寄
っ
て
の
勉
強
と
鑑
賞
の
集
い
だ

け
に
、
い
つ
も
明
る
く
楽
し
い
ム
ー
ド

に
あ
ふ
れ
い
る
。

■
ひ
ょ
う
ご
愛
陶
会

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
Ｉ
５
Ｉ
１
全
但
会
館
内

壷
０
７
８
（
３
２
１
）
０
７
６
９

＝ー~ ■､

ある集い□ひょうご愛陶会
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』 徳
里

心

梁
蟻

ノ

ｈ

ｌ

‐
町
‐
画
品
壷
．

ノ

霊

ある集い□

〆昌●
少

J Ｏ 寄奈

；
芦

ｆ
圭
一
』
令
一

こ「

~ q

い□M E N ' ずＣＬＵＢ

徳
里

心

寺
ｙ
〆
Ｌ
Ｔ
Ｌ
Ｔ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
膿
に
帯
征
一
房
〃
〃
ｕ
当
Ｃ
、
ゴ
ｄ
些
亡
さ
ｄ
少
も
当
可

軍
介
に
属
す
る
会
社
の
若
手
経
営
者
が
昭

和
帥
年
４
月
に
神
戸
市
経
済
局
中
小
企

業
指
導
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
で
集
ま
り
、

何
か
新
し
い
芽
を
探
し
て
い
こ
う
と
昭

和
団
年
４
月
に
結
成
さ
れ
た
神
戸
青
年

△
毒
（
巨
凹
巨
凹
、
９
、
切
両
ｏ
Ｏ
ｐ
Ｏ
Ｈ
己
。
ｚ
の
庁

葛
○
時
○
巨
〕
）
の
略
称
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
だ
さ
い
男
酪

と
美
女
１
の
計
灯
名
で
神
戸
の
代
表
産

業
で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
・
婦
人

服
・
真
珠
を
始
め
鉄
鉱
‐
洋
菓
子
・
紳

士
用
品
等
の
製
造
業
や
、
ピ
デ
オ
ソ
フ

ト
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
弁

謹
士
・
顧
客
管
理
業
等
の
ソ
フ
ト
ゥ
ェ

ア
業
界
の
い
わ
ゆ
る
異
業
種
交
流
グ
ル

ー
プ
で
す
。

結
成
以
来
約
１
年
半
、
経
営
研
究
会

を
開
い
て
勉
強
会
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
製
造
業
が
多
い
こ

と
か
ら
消
費
者
の
生
の
意
見
が
集
ま
り

に
く
く
、
昭
和
腿
年
、
月
羽
日
泌
日
の

両
日
神
戸
国
際
会
館
で
消
費
者
の
方
々

の
声
を
直
接
聞
く
手
段
と
し
て
、
第
１

回
〃
お
も
し
ろ
蚤
の
市
″
バ
ザ
ー
ル
を

開
催
し
消
費
者
の
購
買
動
向
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
分
析
研
究
を
進
め
て
ぃ

土
か
＋
ｑ
″
。一

方
、
バ
ザ
ー
ル
来
場
の
お
客
様
の

中
か
ら
賞
品
を
当
て
ら
れ
た
方
々
に
次

回
バ
ザ
ー
ル
の
方
向
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
行
い
今
後
、
な
に
を
し
で
か
す

か
分
か
ら
な
い
我
々
の
資
料
と
し
て
行

詳
ご
士
牛
十
‘
ｏ

「
こ
ん
な
事
を
や
れ
ば
楽
し
い
ぞ
、
勉

強
に
な
る
ぞ
」
と
思
わ
れ
る
事
が
あ
れ

ば
教
え
て
下
さ
い
。
皆
で
吸
収
し
各
業

界
に
も
っ
て
帰
り
「
形
」
を
変
え
て
放

出
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

■
連
絡
先

神
戸
市
経
済
局
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

霊
０
７
８
（
３
９
１
）
５
６
９
３
西
井
ま
で

結
成
以
来
紙
１
年
‐
半
、
経
営
研
諾
会

を
開
い
て
勉
強
会
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
に
製
造
業
が
多
い
こ

と
か
ら
消
費
者
の
生
の
意
見
が
集
ま
り

に
く
く
、
昭
和
腿
年
、
月
羽
日
泌
日
の

両
日
神
戸
国
際
会
館
で
消
費
者
の
方
々

の
声
を
直
接
聞
く
手
段
と
し
て
、
第
１

回
〃
お
も
し
ろ
蚤
の
市
″
バ
ザ
ー
ル
を

開
催
し
消
費
者
の
購
買
動
向
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
分
析
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。一

方
、
バ
ザ
ー
ル
来
場
の
お
客
様
の

‐
中
か
ら
賞
品
を
当
て
ら
れ
た
方
々
に
次

回
バ
ザ
ー
ル
の
方
向
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
行
い
今
後
、
な
に
を
し
で
か
す

か
分
か
ら
な
い
我
々
の
資
料
と
し
て
行

き
ま
す
。

「
こ
ん
な
事
を
や
れ
ば
楽
し
い
ぞ
、
勉

強
に
な
る
ぞ
」
と
思
わ
れ
る
事
が
あ
れ

ば
教
え
て
下
さ
い
。
皆
で
吸
収
し
各
業

界
に
も
っ
て
帰
り
「
形
」
を
変
え
て
放

心
出
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

■
連
絡
先

神
戸
市
経
済
局
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

霊
０
７
８
（
３
９
１
）
５
６
９
３
西
井
ま
で

』

〆
型
‐’

二
凡Ｉ‘lＹ

クヂ
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二手写

駒

一
‐
吾
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芙蓉航空サービス株式会社代理店

⑳株式会社アノレフアインターナショナル

／

一
口
為

、

ファッショナブルな感性の街

１－
蝉

さ
ん
ち
か
街 ツーリストサロン

函９

Ｋ○ＢＥ・三宮

、
任者陶山稔

ノ

おし”Zな〉Ｑ/Ｉ
誕・生．

1１

Ｉ

し。ま。し・た

〃
ア
ル
フ
ァ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
“
は
、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
を
お
好
き
な
方
々
の
た
め
に

ブ
ラ
ン
ド
揃
え
の
海
外
旅
行
に

こ
こ
ろ
豊
か
な
国
内
旅
行
、

さ
ら
に
、
個
人
や
、
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
団
体
ま
で

手
づ
く
り
の
旅
行
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
旅
は

７
１
ｊ
ス
ト

〃
い
い
旅
行
会
社
″
と
の
「
出
会
い
」
が
一
番
。

私
た
ち
は
、
一
人
一
人
の
お
客
さ
ま
と
の

「
出
会
い
」
の
中
か
ら

す
て
き
な
旅
の
プ
ラ
ン
を
創
造
し
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
の
満
足
感
を
味
わ
っ
て
頂
く
こ
と
が

“
ア
ル
フ
７
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
〃
の
願
い
で
す
。

γ
ｌ
リ
ス
ト

こ
の
旅
行
サ
ロ
、
／
の
メ
ン
バ
ー
に
加
入
さ
れ
ま
す
と

ゆ
っ
た
り
と
し
た
サ
ロ
ン
で
、
お
茶
を
味
わ
い
つ
つ

旅
の
最
新
情
報
と
資
料
が
揃
っ
た

ラ
イ
フ
ラ
リ
ー
の
ご
利
用
や

お
安
い
価
格
の
旅
行
サ
ー
ビ
ス
の
特
典
を
受
け
な
が
ら

す
て
き
な
旅
の
仲
間
の
輪
を

ひ
ろ
げ
て
行
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
他
に
も
、
世
界
の
ト
ラ
ベ
ル
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
、

ハ
ィ
ク
オ
リ
テ
ィ
な
品
々
を

割
安
に
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

７
１
リ
ス
ト

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
旅
行
業
二
つ
年
の
ベ
テ
ラ
ン
を
中
心
に

経
験
の
豊
か
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
社
員
た
ち
が

Ｒ
い
出
会
い
」
と
「
い
い
出
発
」
を
楽
し
み
に

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
は
、
土
剛
、
日
曜
は
モ
チ
ロ
ン
祝
祭
日
も
終
日

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
の
で
、
三
宮
へ
の
お
出
か
け
に

お
立
寄
り
く
だ
さ
っ
て
”
皆
さ
ま
の
旅
の
サ
ロ
ン
“
と
し
て

ご
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

函，
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

凸坤戸

H判糾Ｈ１に-z忘塞頑弓辿坐！蝉‘
■■■ｉＪＲ三宮卵箇一宮一宮

１９:0０

〒6 5 O 神戸市中央区
TEL.(078)392-7222
運輸大臣登録旅行業
一般旅行業務取扱主

（三宮センター街

代理店業第5 1 0 3 号

三宮町1 丁目3 - 3 小林ビル3 Ｆ 定休日／月曜日
ファクシミリ(078)392-7333営業時間／１０:00～塵詞

）
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☆今年は円高メリットを吸収

活力繍望ii駕二
１月４日、神戸国際展示場で行われた新年合同祝賀会には

神戸の政財界から2 , 0 0 0 名が参加。貝原俊民兵庫県知事から
は、ホロンピア' ８８など本年の諸イベントが紹介され、躍動
の兵庫県・神戸市のスタートとなった。

( 左) 万歳三唱する左から宮崎神戸市長、石野神商議会頭、貝原知事( 中) ホロンピアレディがＰＲ( 右) 中内ダイエー会長( 上) 鬼塚アシックス社長( 下）

隷礎
、Ｍ｜＃ロ１１

垂童Ｉ諏費雲賀会
む

心

岨

1

陣 凸
】

" 株式会社神戸市，’の代名詞も円高で世界的急上昇。l O O 億円
の有難い得をしたという宮崎辰雄市長の当り年。ますますケ
ンキで１月９日の新年国際親善パーティもにこやか。参加す
る外国人が減っているのも円高のせいか。

霜
一

☆辰年も､ 飛翻する
国際親善交流でスタートノ

訴悲国際親暑パーティ

相楽園会館のホールで開かれた恒例の新春国際親善パーティに、宮崎市長を囲む在神の領事館関係者や外国人のみなさん。
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た
秀
作
で
あ
っ
た
。

作
家
が
あ
る
素
材
を
選
ぶ
の
は
、
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
の
り
移
ら
せ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
だ
が
、
逆

に
素
材
が
作
家
の
か
く
れ
た
資
質
を
発
掘
さ
せ
る
こ
と
も
多
い
。
〈
版
〉
の
面
白
さ
は
刷
り
上
が
っ
て
み

な
け
れ
ば
真
価
が
わ
か
ら
な
い
点
に
あ
る
が
、
丁
度
、
陶
器
の
妙
味
は
火
と
神
（
偶
然
）
の
相
乗
に
よ
る

成
果
の
人
智
、
技
術
を
超
え
た
神
秘
性
に
あ
る
の
に
似
て
、
表
現
の
間
に
ワ
ン
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

そ
の
効
果
の
間
接
性
は
容
易
に
堕
し
が
ち
な
油
彩
の
直
接
性
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
厳
し
い
。

リ
ト
は
油
彩
に
通
じ
る
甘
さ
が
あ
る
が
、
三
村
が
手
直
し
の
利
か
な
い
銅
版
に
挑
む
の
は
、
原
版
の
堅

固
さ
に
坑
し
て
描
線
を
走
ら
せ
る
快
感
が
た
ま
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
じ
じ
っ
、
彼
女
の
線
描
の
自
由
さ
は

ク
リ
ス
タ
ル
な
厳
し
さ
を
秘
め
て
い
る
。
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
髄
に
推
さ
れ
て
出
品
し
た
大
作
の
ド
ロ
ウ
イ
ン

グ
も
〈
版
〉
に
対
す
る
姿
勢
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ゆ
る
み
も
た
る
み
も
な
い
緊
張
感
に
み
ち

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

華
大
の
小
箱

三
村
逸
子

文
・
赤
根
和
生
へ
美
術
評
論
家
〉

も
と
も
と
、
彼
女
は
素
材
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
栄
光
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
の
だ
。
し
か
も
、
画
家
で
あ

る
以
前
に
、
そ
の
資
質
は
天
性
の
詩
人
で
あ
る
こ
と
は
、
題
名
の
付
し
か
た
、
時
お
り
眼
に
ふ
れ
る
文
章

に
示
さ
れ
る
詩
魂
の
き
ら
め
き
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
エ
ス
プ
リ
は
線
描
の
ほ
と
ば
し
り
、
絡
み
に

も
み
て
と
れ
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
の
黒
の
斑
点
も
墨
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
を
せ
ず
、
微
細
な
積
層

に
よ
り
、
精
綴
な
制
作
過
程
を
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
せ
る
生
な
ま
し
い
臨
場
感
に
も
輝
い
て
い
る
。
そ
う

し
た
天
与
の
資
質
の
さ
ら
な
る
開
花
・
結
実
を
祈
り
た
い
。
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架空の遊戯
1986年

三村逸子

1 9 5 9 神戸生まれ
l 9 8 3 大阪芸術大学美術科卒業

番画廊( 大阪）
G A T I F R Y 神戸時代( 神戸）

l 9 8 4 天野画廊( 大阪）
ギャラリー白( 大阪）
ギャラリーさん< れよん( 名古屋）

１９８５釜山一大阪青年視覚展( 劉画廊･ 釜山' 8 6 には現
代美術センター･ 大阪）

1 9 8 6 アートナウ' 8 6 ( 兵庫県立近代美術館）
1 9 8 8 ギヤラリー白( 大阪）
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